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【戦略マップ】 （フィジカル） 1

NEW

2022/10/3

2021/11/1

従業員等の男女比率 男性:85.6％　　女性:14.4％

従業員等の平均年齢 男性:41.0歳　　女性:40.8歳

拠点
本社、横浜研究開発、総合研究所（追浜地区）、先進技術開発センター、テクニカルセンター、栃木試験場、茂木試験場、追浜試験場、北海道陸別試験場、鶴見事業所、
生産・物流:栃木工場、追浜工場、横浜工場、いわき工場、相模原部品センター、座間事業所、本牧専用埠頭、苅田専用埠頭、追浜専用埠頭、
その他:日産教育センター、カスタマーサービスセンター

2023/10/2

2024/9/30

2025/10/1

健康投資

健康関連の最終的な目標指標従業員等の意識変容・行動変容に関する指標健康投資施策の取組状況に関する指標

健康投資効果

健康経営で解決したい経営課題

アブセンティーイズム

の低減

ワーク・エンゲイジメント

の向上

プレゼンティーイズム

の低減

様々な効果に関連する健康投資（＊）

健康課題

ヘルスリテラシー

の向上

＜統計情報＞

フィジカル休業者率が増加傾向である

<統計情報>

健康課題を抱えた若年層従業員が増

加している

<感染症 対策>

生活変容により起きた健康課題がある

<従業員の意識向上>
従業員を巻き込んだ

健康意識向上活動が不十分

日産健保協力に基づく

健康増進諸活動

働きやすい環境の整備

感染症 予防対策

高負荷勤務抑制活動実施・ワークライフバランス制度

在宅勤務制度の拡充

疾病相談窓口の拡充

(罹患者のヘルスリテラシー、不安解消）

法定健診受診率

精密検査受診率

法定以外健診受診率

生活習慣改善対象者への活動実施率

セミナー・イベント参加率

肥満者率の改善

喫煙率

＜１次:病気の未然防止＞
健全な生活習慣を守る従業員等の割合の向上

（食事・睡眠・運動 他）

健康サーベイ（新設予定）
（満足度向上、健康意識向上、行動変容率向上）

ひとりひとりが

いきいきと働く

企業の実現

コーポレートパーパス

の実現
人々の生活を豊かに

イノベーションをドライブし続ける

健康な人づくり

＜2次:病気の早期発見＞

早期治療・早期専門医への受診率

＜3次:病気の治療＞

両立支援、働く環境整備、

相談窓口利用者満足度向上

健康経営の推進

コロナ禍による肥満率 改善活動

ポピュレーションアプローチによる健康施策展開

イベント・施策参加率

健康アプリ登録率

健康データ、活動の可視化

社外・社内HP掲載率

残業時間の低減

疾病相談窓口の利用率

両立支援制度 構築

実行制度の定期見直し

感染症 感染者数

日産自動車㈱ 健康宣言

「働く仲間の安全と健康は

すべてに優先する」

健康診断結果

による

適正者率向上

健康経営会議開催数
健康経営推進者の育成 健康増進活動参加率（実人数を増やす）

感染予防対策

定期的な会議での情報や課題の共有、検討・対策

疾病予防・重症化予防の活動

働きやすい職場環境の整備

（両立支援・女性・LGBT）

法令に基づく健康診断の実務

出勤率

卒煙のサポート

KGI:休業者千人率 前年度実績値以下
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【戦略マップ】 （メンタル） 1

NEW

2025/10/1

2024/9/30

2023/10/2

2022/10/3

2021/11/1

従業員等の男女比率 男性:85.6％　　女性:14.4％

従業員等の平均年齢 男性:41.0歳　　女性:40.８歳

拠点
本社、横浜研究開発、総合研究所（追浜地区）、先進技術開発センター、テクニカルセンター、栃木試験場、茂木試験場、追浜試験場、北海道陸別試験場、鶴見事業所、
生産・物流:栃木工場、追浜工場、横浜工場、いわき工場、相模原部品センター、座間事業所、本牧専用埠頭、苅田専用埠頭、追浜専用埠頭、
その他:日産教育センター、カスタマーサービスセンター

健康投資

健康関連の最終的な目標指標
従業員等の意識変容・行動変容に関

する指標

健康投資施策の取組状況に関す

る指標

健康投資効果

健康経営で解決したい経営課題

様々な効果に関連する健康投資（＊）

健康課題

<統計情報>

メンタル不全による

休業者が増加傾向

である

<統計情報>

健康課題を抱えた

若年層従業員が

増加している

<コロナ禍>

生活変容により

起きた健康課題がある

<従業員の意識向上>

従業員を巻き込んだ

健康増進意識向上の

ための活動が不十分

日産健保組合

協力に基づく

健康増進諸活動

健康経営の推進

ストレスチェックによるセルフケア

職場復帰プログラムによる

復職支援

コロナ禍の生活変容（在宅勤務

等）により発生した課題への取り

組み

職場風土改善活動の推進

相談窓口の設置

研修・教育の実施率

（セルフケア・ラインケア・

メンタルヘルス担当者等）

1次予防）健康増進

健全な生活習慣を守る従業員

の割合の向上（食事・睡眠・運動）

１次）未然予防

個人のストレス耐性強化

3次）疾病管理

振り返り実施により、

自身のストレス耐性強化

会議の実施件数

相談・カウンセリングの利用率

1次）未然予防

自主的な職場改善活動の実施率

職場改善活動への意識向上

社内アンケートの組織分析

活用によるラインケア

メンタルヘルス

研修・教育

メンタルヘルス担当者の育成

ラインケア・ゾーンケア

に基づく改善活動

実施率

組織分析結果報告会

実施率

1次）未然予防、2次）早期発見

個人のストレス対処

自身の体調変化への気づき

早期医療受診、対処

ストレスチェック受験率

オンラインでの双方向コミュニケー

ション研修・教育の実施率

（セルフケア・ラインケア）

1次）未然予防、2次）早期発見

健全な生活習慣の継続

適正なラインケア、ゾーンケアの実施

3次）再発予防

人事・医療スタッフ・職場・上司の

の見守りとサポート

復職支援の充実

メンタル休業再発率の減少

再発予防の為の振り返り実施率

定期面談の実施率

復職後のセルフケア教育の実施率

働きやすい

職場環境の整備

外部EAPを活用した

健康活動

健康な人づくり

定期的な会議での情報共有・

課題の共有・検討・対策

従業員の健康活動への参加率

（実人数を増やす）

ひとりひとりが

いきいきと働く

企業の実現

コーポレートパーパス

の実現
人々の生活を豊かに

イノベーションをドライブし続ける

日産自動車㈱ 健康宣言

「働く仲間の安全と健康は

すべてに優先する」
アブセンティーイズム

の低減

ワーク・エンゲイジメント

の向上

プレゼンティーイズム

の低減

ヘルスリテラシー

の向上健康診断結果

による

適正者率向上

KGI:休業者千人率 前年実績値以下


